
《社会科》 

地域のよさを学ぶ体験的な学習の工夫 

～第３学年「まちではたらく人たち」を通して～ 

那覇市立古蔵小学校教諭  上原万里子 

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

  小学校学習指導要領解説社会編においては，社会の変化に自ら対応する能力や態度を育成す

る観点から，基礎的・基本的な内容に厳選し，学び方や調べ方の学習，作業的，体験的な学習

や問題解決的な学習など児童生徒の主体的な学習が強調されている。 

第３・４学年の社会科では，地域学習を学年の主題とし，目標及び内容が２学年まとめて示

され，地域学習の弾力的な扱いが見られる｡このことにより，自分たちの住んでいる地域につい

て，２カ年間じっくりと腰を据えて学習に取り組むことが可能になり，各学校も地域の特性を

生かした教育課程の編成を行っている。 

本校３年生は，１学期に｢見つめようわたしたちのまち｣という単元で，地域の校区探検を実

施した。見て・聞いて・触って等の体験的な学習を取り入れ，様々な発見や疑問を持つことが

できた。例えば，「なぜ 1階には店が多いのか」「なぜ大きな道と小さな道があるか」等である。

副読本や教科書から調べ，まとめの段階では，学校の北側には商店街が多い，南側には住宅が

多いことや，地形や交通の様子等も捉えることができた。 

しかし，学習問題作りでは子どもの興味中心のものが多く，単元のねらいに迫る問いをもた

せることが十分ではなかった。また，調べ学習でも，教師の指示を受けて教科書や副読本を調

べ，子ども自ら考え行動するという主体的な学習にはならず，地域のよさに気づくことが不十

分であった。 

そこで本単元では，地域のよさを学ぶ学習の工夫として，まず，体験的な学習を見直したい。

身近な社会事象との出会いから新たなことに気づいたり，疑問をもったりする中で，学習への

興味・関心を高め学習問題作りにつなげたい。次に，調べる段階で，主体的な調べ学習ができ

るように，ワークシートを作成・活用し，一人一人に合った支援を行いたい。さらに，まとめ

の段階では，絵や地図等の具体物を活用した相互交流の場を設定し，学習を深めていきたい。 

このように体験的な学習を見直したり,主体的に学習できるようにしたりすることにより, 

地域のよさを学び，地域に対する理解と愛情を深めることができるのではないかと考え，本テ

ーマを設定した。 

 

Ⅱ 研究目標 

  地域のよさを学び主体的に活動できる子を育てるために，体験的な学習を見直し，主体的に

学習が進められるようなワークシートの作成・活用を工夫する。 

 

Ⅲ 研究の方針 

１ 体験的な学習を見直し，発見や疑問が生まれるような学習活動の工夫を行う。 

  ２ 学び方を学び，主体的に学習が進められるようなワークシートを作成・活用する。 
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Ⅳ 研究構想図 

児童の実態・授業の反省・教師の願い 

【めざす子ども像】 

地域のよさを学び主体的に活動できる子 

【研究テーマ】 

地域のよさを学ぶ体験的な学習の工夫 

２ ワークシートの作成と活用１ 体験的な学習の見直し

【 研 究 内 容 】 

  

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 研究の内容と方法 

１ 地域を学ぶよさ 

(１) 地域学習の意義 

地域社会を学習するときの目的には，次のような２つの考え方がある。一つ目は，地域

を学ぶ「地域学習目的論」である。地域そのものをよく理解し，地域の課題を解決してい

こうとする子どもの育成をめざし，地域に対する愛情を育てたり，地域のために働く態度

の育成をめざすものである。二つ目は，地域で学ぶ「地域学習方法論」である。後に学習

する他の社会や世界の学習の基礎としての位置づけになり，地域で学ぶ方法を目的として

いる。 

小学校学習指導要領解説社会編第３章第３・４学年の目標(1)に「地域の産業や消費生活

の様子，人々の健康な生活や安全を守るための諸活動について理解できるようにし，地域

社会の一員としての自覚をもつようにする」とある。これは地域を学ぶ中で，地域に対す

る愛情と構成員としての自覚を培おうとするものである。 

地域学習をすることにより，社会科の知識・内容はもちろ 

んのこと，各教科で学んだ知識が結びつけられて有効な力と 

なり，地域への理解を深めることができる。さらに，地域へ 

の誇りと愛情が育ち，地域社会の一員としての自覚が育って 

いくことが，地域を学ぶ意義である。 

   (２) 地域の様子 

那覇市は，沖縄県の中心都市であり県庁や県警察本部，県議 

会等の大きな公共施設や琉球王国のグスク及び関連遺産群(世 

界遺産)の首里城や識名園等が存在しており，子どもたちにとっ

ては，地域素材が豊富にあり学習しやすい地域である。 
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 図１ 本単元で扱う地域



那覇市内には，中小規模の工場で泡盛・豆腐・味噌・牛乳・製粉・パン工場等があるが，

本単元では，子どもたちにとって身近な牛乳工場を取り上げたい。牛乳工場は本校から近

距離に位置し，工場見学が比較的容易にできる。そのため，疑問に思ったことや調べてみ

たい問題があれば何度でも訪ね，調べることができる利点がある。このような体験的な学

習を通して子どもたちは，興味･関心を高め，働いている人たちの工夫や努力に気づくこ

とができる。また，那覇市は牧場が無く，原料である生乳は近隣市町村から運ばれてくる

ため，牛乳が，近隣市町村とのつながりで製造されていることに気づくことができる。さ

らに働いている人たちの努力や工夫によって,安心して飲めることを肌で感じながら学ぶ

ことができる。  

このように地域学習を展開することにより，子どもたちは様々な発見をしたり，疑問を

もったりして，社会に対するものの見方･考え方を習得していく。また，自分たちが健康

で安全な食生活を送れるのは，地域で働いている人たちや地域に住んでいる人たちに支え

られていることに気づくことができる。さらに，地域に対する理解や愛情が深まり，地域

の一員としての誇りや自覚を持たせることもできる。 

２ 体験的な学習 

「新しい学力観に立つ社会科の学習指導の創造」（平成５年文部省）の中で体験的な学習

活動について次のように述べられている。 

(1) 体験的な学習活動の意義 

体験的な活動を組み入れた社会科の学習の場においては，子どものよさや可能性を生か

し，自ら学ぶ意欲や思考力，判断力，表現力などの資質や能力の育成を図ることができる

ようになる。また，子ども一人一人が体験的な学習に取り組むことにより，授業への積極

的な参加態度や，望ましい人間関係，社会規範などの資質も身につけるようになる。 

   社会科における体験的な学習は，例えば「子どもたち一人一人が自分なりに考え試行錯

誤しながら，体を使い，諸感覚を十分に働かせて，さまざまな人々や施設，社会的事象な

どに主体的にかかわる行動的な学習活動である」と，その意味を説明することができる。

観察や見学，調査などの体験的な学習活動に主体的に取り組むこと自体が，子ども自ら豊

かに成長させていくプロセスであり，活動自体に価値を認めることができる。子どもたち

にとって体験的な学習をすることは学習の方法であると同時に学習内容そのものである。 

   このような意義をふまえ，本単元では,生乳・加工乳・低脂肪乳の牛乳飲み比べや酪農 

団地・牛乳工場見学の体験的な学習を行いたい。その中で,自ら学ぶ意欲や思考力，判

断力，表現力などの資質や能力の育成を図りたいと考える。 

(2) 体験的な学習の類型 

  体験的な学習を観察や調査，見学等の活動を含めた広義のものとしてとらえ，次の 12

類型の学習例が挙げられている。 

 
〇実際にやってみる（実体験）活動   〇まねてみる(模倣，追体験，ごっこ，劇化)

〇ものをつくる(製作)活動       〇調査して調べる活動  

〇実際に見てみる(見学)活動      〇観察する活動  

〇操作・構成活動           〇味わってみる活動  

〇実験してみる活動          〇育てる(栽培)活動  

〇人々との触れ合いのある活動     〇作品にまとめる活動 
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以上の中から本研究では，見学活動・味わってみる活動・人々との触れ合いのある活 

動・作品にまとめる活動等の複数の活動を組み合わせ，単元を通して体験的な学習が展

開できるようにしたい。  

(3) 体験的な学習の組み入れ方 

 〇学習問題を見つける過程 

  体験的な学習活動に取り組む中から，様々な疑問や感想などを出し合ったり，不十分さや 

問題点などに気づいたりして，自分の問題を見いだし，これからの学習の内容や方向を決め 

ていくことができる。学習初期の「体験」は，その後の学習に対する関心や意欲を高める重 

要な役割をもっている。 

〇学習問題を解決していく過程 

体験的な学習活動を通して，新たな社会的事象に接し，事実の認識を深めたり，自分の思 

いや気持ちを発揮したり，さらに，様々な人間の願いや生き方を学んだりしながら，自分の 

疑問や予想が確かめられ，学習問題の解決を図っていく。そういう活動を通して社会的なも 

のの見方や考え方を深めるようにすることが大切である。 

〇学習問題のまとめの過程 

  体験を通して，学習のねらいとしているものを自分なりに最終的に獲得し，学習問題を追 

求し明らかになったことをまとめたり確認したりできる。体験をもとにした表現活動や話し 

合い活動を行うことにより，学習の成果を整理し，今後残された問題を明らかにすることが 

できる。このことによって，次時への学習意欲を持続することができるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本単元では「学習問題を見つける過程」に，牛乳の飲み比べや酪農団地・牛乳工場の見

学を行い，味わってみる活動，見学・観察する活動，働く人たちとの触れ合いのある活動

を組み入れる。校外学習として取り組む酪農団地見学では，始めてみる牛や牛舎の様子か

ら様々な疑問や発見し，搾乳・集乳までの働いている人たちの工夫や苦労等を感じること

ができる。牛乳工場では，働いている人たちの様子やオートメーション化されている機械

を見学することによって，様々な感想や疑問をもち，働いている人々の願いや努力を実感

として理解し，学習意欲を高めることができる｡さらに，他市町村から原料が搬送され牛

乳へと製品化される工程や，多くの飼料や原料が外国から輸入されていることにも気づき，

県内だけでなく他都道府県・外国とも結びつきがあることに気づくことができる。 

このような体験的な学習から，感動や疑問を抱き，興味・関心が高められ，自分なりの

学習問題を作り，学習の方向性やめあてを把握することができる。また，自分の体験をも

とに作った学習問題であるため，調べ学習では調べる楽しさやわかる喜びを味わい，まと

めの過程までの学習意欲の持続につながると考える。 

「学習問題のまとめの過程」においては，自分なりに調べまとめたものを，新聞を作っ

たり，インタビュー形式の原稿を作ったりする等，作品にまとめる活動を取り入れる。聞

き手が理解しやすいように，体験したことを生かした発表になるよう工夫させる。例えば，

飼料や鉱塩等の具体物を準備したり，薬品検査や搾乳の様子等を実演したりする。そして，

それを相互交流することにより，学習したことを見つめ直し深めていきたい。 

３ 学び方を学ばせるためのワークシートの作成と活用 

主体的な学習活動ができるようにするためには，目的意識と方向性を持つことが重要であ

るため，ワークシートを作成・活用し，次のように学び方を学ばせ支援していきたい。 

(１) 学習問題の明確化 

   何を学習し，なぜその問題を調べていきたいのか，何を明らかにしなければならない

のか等，問題を明確に自覚させることは重要である。そのため，オリエンテーションに 
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体験的な学習を位置づけ，学習のめあ 

てを確認したりする。そして牛乳工場 

見学後，子ども一人一人の興味・関心 

を大切にしながら，各々の疑問点や感 

じたことを出し合い，学習の目標をふ 

まえながら自己の学習問題を決定させ 

る。そのことにより，子どもなりに学 

習問題を明確に自覚することができる 

ものと考える。 

そこで，ワークシート「インタビュ 

ーをしよう」（資料①）を作成・活用し，   

酪農団地や牛乳工場で調べたいことを 

明らかにし学習問題作りへつなげる。 

（2）問題解決への見通しと自力解決の方法    

個人やグループの学習問題を明確に 

し，どのような方法で解決していくの 

か学習計画を立て見通しを持たせる。 

これをもとにグループ内で，または教 

師と相談しながら学習を進める｡その際， 

ワークシートを活用し，調べ方等の学習 

技能を習得し，主体的に学習に取り組む 

ことができるようにする。 

図２の学習計画表は，「調べること」 

に対し「自分の予想」を立て，「調べる 

方法」を考えさせ学習へ見通しを持たせ 

るようにしたものである。図３の「調べ 

学習の進め方」は学習計画を立てる際に 

参考にできるよう工夫したものである。 

（3）自己評価 

自己評価をすることにより，自分がど 

こまでできるようになったか，どこでつ 

まずいたか等，自分の学習を振り返り， 

改善できるようにする。こうした自己評 

価は学習の成就感や満足感も味わうこと 

ができ，次への目標を明確にすることに 

つながる。自己評価カード（資料⑦）は， 

子ども自身の振り返りと，次時への支援 

の一つとして活用していきたい。 

 図
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図２ 学習計画表 
３ 調べ学習の進め方 



(4) ワークシート活用の留意点 

①自己評価カード(資料⑦)は,形成的評価として活用する。例えば，体験的な学習の後

では，五感を働かせて調べることができたか等を振り返らせる。 

    ②ワークシートを活用することにより子どものつまずきや学習状況を把握し，よさや励

ましのコメントを書き込み支援できるよう工夫する。 

③次時の授業の工夫・改善の手立てとする。 

 

Ⅵ 授業実践                 

１  単元名     「まちではたらく人たち」 

２  単元目標 

   地域には，牛乳工場などの生産活動に関する仕事があることを知り，それらが自分たちの

生活を支えていることや，工場の仕事の特色，国内や他地域等との関わりを調べ，生産活動

に携わる人々の工夫や努力を考えることができるようにする。 

３  単元について 

  (1) 教材観   

本単元は，小学校学習指導要領解説社会編第３章第１節２の(2)「地域の人々の生産や

販売について，見学したり調査したりして調べ，それらの仕事に携わっている人々の工夫

を考えるようにする。」を受けて設定されたものである｡ここでは，地域の人々の生産に携

わる仕事や販売に関する仕事を取り上げ，人々の工夫について具体的に考えることができ

ることがねらいである。子どもたちが身近に感じ，見る・聞く・嗅ぐ・味わう・触ると言

った五感を働かせて体験できるものに，牛乳工場がある。子どもたちは，家庭や学校給食

で牛乳を飲んでいるため，牛乳工場を通しての学習は自分との関わりで受け止め，深く追

求していくことができると考えられる。 

そこで本単元では身近にある牛乳工場を通して，食品工場で働く人々が，食中毒や異物

混入等の事故が起きないよう衛生面に細心の注意を払い，いつでも誰もが安心して飲める

牛乳の生産に努力していることに気づかせたい。さらに学習を進める中で原料はどこから 

くるのか，どういう販売経路なのかという疑問から，他地域とのつながりを理解させる。

また，消費者の要望や願いを受けて開発された新商品等に目を向けさせる。そのことによ

り働いている人たちの工夫や努力を実感として捉え学ぶことができると考える。 

(2) 児童観 

  中学年の社会科は，見学や体験が可能な地域学習が主である。本学級の子どもたちは， 

これまで，学校周辺の校区探検をしたり，グループごとにスーパーマーケット見学に出か 

けたりして，地域の地形の特色や主な公共施設等の場所と働き，そこで働く人たちの工夫 

や努力を捉えることができた。 

   また，子どもたちの社会科学習に対する実態は，次のとおりであった。「社会科の学習は

楽しいですか」の質問に「楽しい」という子どもは 66％おり，その主な理由は「外へ見

学や調べ学習に行く」であった。しかし，「きらい」と答えた子どもは 34％もおり，その

主な理由が「調べるのがめんどう」「調べ方がわからない」であった。体験的な学習は好

むが，調べ学習の仕方やまとめ方等が不十分であるといえる。今までの調べ学習を振り返

って見ると，副読本や見学・体験学習から習得してきたことをまとめるだけで，父母に聞
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いたり，図書資料やインターネット等を活用するという学習の広がりは見られなかった｡ 

そこで，本単元では，体験的な学習を工夫し，ワークシートを活用した主体的な学習を

行うことにより地域のよさに気づき，地域の一員として自覚や誇りがもてる子どもを育て

ていきたい｡ 

(3) 指導観   

支援の一つ目に，見る・聞く・嗅ぐ・味わう・触るといった五感を働かせた体験的な

学習を単元の始めに取り入れたい。牛乳工場見学や酪農団地を訪ね体験的な学習を行い， 

地域のつながりや働いている人たちの苦労や工夫の話を聞き，興味・関心を高め学習問

題作りへつなぐことができるようにする。 

二つ目は，主体的に調べ学習ができるように，ワークシートを作成・活用し，理解しや

すい図書資料やインターネット資料等を整えていきたい。さらに情報が得られない学習問

題については，牛乳工場や酪農協会の協力を得て電話やＦＡＸで調べることができるよう

支援し，情報収集・活用能力と問題解決能力を育てていきたい。 

三つ目は，まとめの段階の発表会で相互交流の場を設定する。お互いの気づきや感じた

こと等を交流し合うことで学びの共有を図ると共に，地域のよさや働く人たちのすばらし

さに触れさせる。そのため，単に言葉や文字だけの発表でなく,絵や図で表したり，動作

化，劇化する等の方法によって表現させたい。 

(4)  評価規準と判断基準 

地域のよさを学び主体的に活動できる子を育てるためには，子ども一人一人のよさや

学習状況のつまずき等を的確に把握し支援する必要がある。指導計画や指導方法を見直

し，形成的評価を行い，子どもたちの自己教育力や成長を促したい。そこで本単元では，

次のような評価規準・判断基準を作成し，指導過程における適切な支援を行い，指導と

評価の一体化を図りたい。 

表１ 本単元における評価規準 

観

点 

社会的事象への関心･意欲 

・態度 

社会的な思考・判断 観察・資料活用の技能・

表現 

社会的事象について

の知識・理解 

 

評

価

規

準 

○体験的な学習を通して，地

域の人々の生産や販売の様

子に関心をもち，意欲的に調

べることを通して地域社会の

一員としての自覚をもとうとす

る。 

○地域の人々の生産や販売の

様子から学習問題を見つけ追

求し，地域の生産や販売に見ら

れる特色やそれらの仕事と自分

たちの生活や他地域等との関連

について考える。 

○見学やインタビュ－等

により，働く人の様子を

調べ工夫したことを表現

する。 

○生産活動に関わっ

ている仕事には特色

があることや，携わっ

ている人々の生産へ

の工夫や努力を理解

する。 

表２ 本単元における評価規準・判断基準 

判 断 基 準  

時

間 

 

学習項目 

 

 

評価規準 

関

・

意

・

態

思

・

判

技

・

表

知

・

理
Ａ：十分満足で

きる 

Ｂ：概ね満足で

きる 

Ｃ：手立て 

 

 

 

１ 
 

 

オリエン 

テーション 

・牛乳比べ 

・学習のね 

ら い の 確

認 

 

乳製品の製造工程

に興味・関心を持

つ。 

◎  

 

 

 

 

 

  乳製品を比較

することによ

り製造工程に

興味・関心をも

ち,気づいたこ

とや疑問点を

発表したり,牛

乳工場見学を

提案したりす

る。 

 

乳 製品を 見 比

べたり，味比べ

を 行 い 乳 製 品

の製造工程に

興味･関心をも

っている。 

他の子どもの意

見や感想をもと

に，乳製品を比

較させながら考

えさせる。 
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２ 
・ 
３ 

牛 乳 工 場

見学 

 

 

 

 

牛乳工場を見学し

て，牛乳ができるま

での製造工程を調

べる。 

 

◎ ○   牛乳工場見学を

して疑問に思っ

たことを質問した

り ， 気 づ い た こ

と ， わ か っ た こ

と，考えたこと等

をワークシートに

ま と め ，牛 乳 が

できるまでの製

造工程を進んで

調べている。 

牛乳工場見学

をして気づいた

ことやわかった

こと等をワーク

シートにまとめ

ている。 

牛乳工場の人

の説 明や 友た

ちの質問とワー

クシートを照ら

し 合 わ せ て 内

容 を 理 解 さ せ

る。 

 

酪農団地見学（沖縄市） ・酪農団地の様子を知り，働いている人たちの工夫や努力に気づく｡  

 

 

４ 
・ 
５ 

体 験 的 な 学

習 を も と に し

た 学 習 問 題

作りとグルー

プ分け 

 

牛 乳 工 場 や 酪

農団地見学から

調べたいことを

考え学習問題を

作る。 

 ◎   牛乳工場・酪農

団地見学をもと

に疑問点や調べ

たいこと等を発

表したり話し合っ

たりして，学習問

題を作る。 

牛乳工場・酪農

団地見学をもと

に ， 疑 問 点 や

調べたいことを

友 だ ち の 意 見

を参考に考え，

学 習問 題を 作

る。 

牛乳工場見学

や酪農団地見

学を想起させ，

感じたことや友

だ ち の 意 見 を

参考にさせなが

ら学習問題作り

をする。 

６ 
・ 
７ 
・ 
８ 
 

調べ学習 

 

調べ学習を進め

る中で，牛乳工

場や酪農団地で

働いている人た

ちの工夫や努力

に気づく。 

 

  ◎ 〇 様々な資料を活

用して意欲的に

学習問題の解決

に取り組み，働

いている人たち

の工夫や努力に

気づき，それに

対する感想や自

分なりの考えを

もつ。 

副読本やワーク

シートを中心に

学 習問 題を 調

べ，働いている

人 た ち の 工 夫

や努力に気づ

く。 

調べ学習が進

まない子には，

資料の紹介や

分かりやすい文

章 に 直 し て 説

明し支援する。

9 
・ 
10 
 
 
 

発 表 会 の 準

備 

調べてわかった

こと等を作品に

まとめ，発表会

の 準 備 が で き

る。 

  ◎

 

 

 

 
 

調べてわかった

こと，感じたこと

考えたこと等を，

聞き手にわかり

やすいように作

品にまとめたり，

実物等を準備し

たりして，発表の

仕方も工夫して

いる。 

調べてわかった

こ と ， 感 じ た こ

と ， 考 え た こ と

等を，聞き手に

わかりやすいよ

うに工夫して作

品にまとめてい

る。 

ワークシート

やノート，副読

本等，子どもの

得意な表現方

法を大切にし

ながら，子ども

のよさがいき

るようにまと

めさせる。 

11
・ 

12 

 

発表会 友だちの発表を

聞いて，地域の

よさや人々の努

力に気づき，地

域で働いている

人たちへの感謝

の気持ちをもつ

ことができる。 

〇 ◎ ○  友だちの発表

を聞いて，地域

のよさや働く人

たちの工夫や努

力に共感し，地

域で働く人たち

に感謝の気持ち

を持つことがで

きる。 

また，友だち

の発表のよさを

認めたり，質問

したりすることに

より学習を深め

る。 

友 だ ち の 発 表

を聞いて友たち

の よ さ を 発 見

し，地域のよさ

や働く人たちの

工夫や努力に

気づく。 

 

うまく発表がで

きない子どもに

は，ｸﾞﾙｰﾌﾟ内で

手助けができる

よう声かけをし

たり，自信がも

てるように教師

か ら 支 援 を す

る。 

 

（
本
時
） 
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13 

 

学習のまとめ 地域で働いてい
る人たちが自分
たちの生活を支
え，他地域のつ
ながりの中で成
り立っていること
がわかる。 
 

  ○ ◎ 学習を振り返り

自分たちの生活

が地域で働いて

いる人たちや他

地域のつながり

の中で成り立っ

て い る こ と が わ

かり，地域のよさ

を見つけ，地域

の一員としての

自覚をもつこと

ができる。 

学習を振り返り

自 分 た ち の 生

活が地域で働

いている人たち

や他地域のつ

ながりの中で成

り立っているこ

とがわかり，感

想をもつことが

できる。 

今までの学習を

振り返り，地域

で働いている人

た ち の 工 夫 や

努力に気づか

せ，感想をまと

めさせる。 

 

 

４ 単元構想(13 時間)（①②③・・・は時数） 

過
程 学習項目 教師の支援 資料 

 
問
題
を
つ
か 
む 

１ オリエンテーション 
＜体験的な学習 １＞ 
 
 
 

○多種類の乳製品を提示したり，３種類の牛

乳の色・におい・味を比べることにより学習

への興味・関心を高める。 

〇なぜ多種類あるのか，牛乳を作るための

秘密や工夫について目を向けさせ牛乳工

場見学へとつなげる。 

③   

サンプル 
牛乳 3 種類 
紙コップ 

 

 ２ 牛乳工場見学 
＜体験的な学習 ２＞ 
 
 
 
 
 
 
 

○次の事に目を向けさせ見学させる。 

①働いている人の仕事の工夫（人） 

②おいしい牛乳を作るための工夫（もの） 

③販売の工夫と他地域との結びつき（こと）

 

     

ワークシート① 
自己評価カード 
 
 

 

 

 
見
通
す 

② 

３ 学習問題作り 

〇学習問題を作る 

〇グループ分けをする 

〇調べ学習の計画を立てる 

 

〇体験的な学習をもとに疑問に思ったことや

調べたいことから学習問題を作らせる。 

〇似た学習問題の子どもどうしでグループ分

けをし，学習の計画を立てる｡ 

ワークシート②③ 

 

 

 
調
べ
る 
③ 

４ 調べ学習 
 
 
 

〇副読本や教科書，図書資料，インターネッ

ト資料，見学から得た資料や事柄等から

調べさせる。 

 

 

副読本，教科書，図書

資料，インターネット資

料，ＶＴＲ，見学から得

た資料や事柄，ワーク

シート④⑦ 

５ 発表会準備 
＜体験的な学習 ４＞ 
 
 
 
 

〇五感を働かせて気づいたこと，調べてわか

ったことや感想・考えを新聞・クイズ・劇等

で伝えられるように準備させる｡ 

〇調べたことを画用紙に記入し，学習問題

一覧表に掲示して，他グループへ聞きた

いこと等を見合いながら質問を考えさせ

る。 

鉱塩，塩，メスシリンダ

ー ， コ ッ プ ， 白 い 水 ，

絵，那覇市地図，牛の

飼料等，ワークシート⑤

 
広
げ
る 

④ 

 
 
 
 
 
 
 
 

６ 発表会 

〇グループごとに発表形式を

工夫して発表する｡ 

〇相互交流することにより，

働く人たちの努力や工夫

に気づく｡ 

〇発表者には聞き手に分かりやすいように具

体物や絵，地図等を使って発表させる。 

○聞き手には新たにわかったことや発表者

のよさに見つけながら聞くようにさせる。 

 

鉱塩，塩，メスシリンダ

ー ， コ ッ プ ， 白 い 水 ，

絵，那覇市地図，牛の

飼料等，ワークシート⑥

 

酪農団地見学 

＜体験的な学習３＞ 

〇搾乳の様子や牛舎の様子・働いている
人たちの話から，酪農団地で働いてい
る人たちの工夫や努力に気づかせる｡ 

ワークシート①⑦ 
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ま
と
め
る 
① 

７ 学習のまとめ 

○今までの学習を振り返り，

自分なりの感想や考えを

まとめる。 

 

○牛乳を作る為の様々な工夫や努力があっ

たことを想起させ,地域のよさに気づき地域

の一員としての自覚を持たせる。 

個人新聞， 

テスト 

ワークシート⑦ 

 

５ 本時の展開（11/13 時間） 

(1)目標  ①友たちの発表や意見から，地域のよさや働く人たちの工夫に気づき，感謝の気持

ちをもつことができる。 

②調べたことをわかりやすく発表したり，友たちの発表のよさに気づく。 
過
程 

学習活動 教師の支援 評価 学習材・資料

 
つ
か
む 
 
５
分 

 
 
 
○めあて①友たちの発表のいいとこ

ろを見つけよう 
        ②聞き手にわかりやすい発

表をしよう 
○発表会の流れを確認する。 

 
 
 
〇話し手と聞き手の両

方のめあてを確認す
ることで，目的意識
をもって学習できる
ようにする。 

 
 
〇めあてをつかむ

ことができる 
【関・意・態】 

 
 
フラッシュ
カード 
ワークシー
ト 

 
 
 
 
 
発
表 
・ 
意
見 
交
換 
 
30
分 
 
 
 

 
 
 
○インタビュー形式で発表し，質問

コーナーで相互交流をする。 
①殺菌と菌について 
②工場の建て方と牛の餌と牛乳の

新発売について 
③牛乳を作る時の工夫について 

 
〇わかったことや疑問点から牛乳工

場や酪農団地で働く人たちの工夫
や努力について考える｡ 

 
 
 

 
 
 
〇発表者は聞き手に分

かりやすいように具
体物や絵，表等を使
って発表させる。 

○聞き手は新たにわか
ったことや発表者の
よさ等を発表させ
る。 

○発表した中から働い
ている人たちの工夫
や努力に気づかせ
る。 

 

 
 
 
○発表者は聞き手

にわかりやすい
よう工夫して発
表することがで
きる【技・表】 

○聞き手は疑問点
や発見したこと
等を発表するこ
とができる 

【思・判】 
○働いている人た

ちの工夫や努力
に気づくことが
できる【思・判】 

 
 
 
メスシリン
ダー，コップ
白い水，鉱
塩，塩，絵 
那覇市地図 
牛の飼料等
ワークシー
ト⑥ 
 

 
ま
と
め 
 
10 
分 
 

 
 
 
○新たな学習問題の解決方法を確認

し，自己評価を行う。 
 

 
 
○答えられなかったこ

とは新たな学習問題
とし，調べ方の見通
しをもたせる。 

〇次時の確認をしてま
とめる。 

 
 
○地域で働いてい

る人たちへの感
謝の気持ちをも
つことができる
【思・判】 

 
 
ワークシー
ト⑦ 
 

１ 今日の学習のめあてを確認しよう 

２ グループ発表をして感想や意見の交換をしよう 

３ 学習のまとめをしよう 

Ⅶ 結果と考察 

 １ 手立て(1)の検証 

体験的な学習を取り入れ，発見や疑問が生まれるような学習活動の工夫を行う。 
 

【オリエンテーションにおける乳製品の比較の結果】 

  まず始めに，①乳製品としてプリン・ヨーグルト・コーヒーミルク等色々な乳製品を提示

し，感じたこと・疑問に思ったこと・考えたこと等を話し合った。次に②３種類の牛乳(生

乳・加工乳・低脂肪乳)の飲み比べをした。 

②牛乳を飲み比べたときの子どもたちの声 

〇バターの匂いがする 
〇どうして，牛乳の色や味が違うの？ 
〇工場によって牛乳の味は違うのかな？ 
〇牛乳はどんなふうにして作るのかな 

 

 

①乳製品を提示したときの子どもたちの声 

○こんなにたくさんの製品があるんだ 
○食べたことのあるプリンだ 
○同じ牛乳なのに大小あるんだ 
〇食べたことのないプリンは，どんな味かな？ 
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【牛乳工場の見学の結果】 

  製造工程の一部（サージタンク→充填包装機→製品保存→冷蔵→出荷）を見学し，担当者 

調べたいこと 

○原料はどこから運ばれてくるのか 

○どんな機械があってどこから来るのか 

○牛乳を作るときの工夫はどんなものがあるのか 

○牛乳にばい菌が入ったら薬を入れるのか 

〇おじさんたちは，けがをしないようにどんなことに

気をつけているか 

に説明をしてもらった。 

 

 

 

 

子どもたちから出てきた疑問や感想 

○なぜガラス張りにしてあるの？ 

○こんな風にして牛乳パックは詰めるんだ 

○牛乳に菌が入ったらどうするの？ 

【酪農団地見学の結果】 

牛舎のにおいに驚きながらの見学であったが，搾乳の仕方や飼料・衛生面の工夫について 

説明をしてもらった｡   

 

 

   

 

 

 

調べたいこと 
○牛が健康だとおいしい牛乳ができるのか 

○牛の餌はどこから来て，どんな栄養があるのか 

○牛乳を運ぶときはなぜ冷やすのか 

○ばい菌はどうして寒さに強く，暑さに弱いのか 

○働いている人は何人いて，いつ働いているのか． 
 

【本単元の学習問題】 

〇牛乳にはどんな種類や味があるのか  

  〇牛乳に含まれる栄養にはどんなものがあるか 

〇牛乳を作るときの工夫 

〇牛乳の新発売のとき，どこでどんな人が話し合って決めるの

○牛乳工場の人は，けがをしないようにどんなことに気をつけ

〇どんな菌があって，どのようにして殺菌するのか 

〇牛の餌はどんな種類があって，どこからくるのか 

【考察】  

体験的な学習を単元の始めに位置づけたことにより，牛乳製

高めることができた。そして，五感を働かせて気づいたことや

たいこと等を大切にしながら学習問題をみんなで作り上げた

ことにつながった。五感を働かせた体験的な学習は，子どもた

や発見を生み出し，学習への興味・関心を高め，調べ学習への

２ 手立て(2)の検証 

学び方を学び，主体的に学習が進められるようなワークシー 

 牛乳工場・酪農団地見学では，積極的に質問したり，調べた

ト「インタビューをしよう」を作成・活用した。調べ学習を始

ート「調べ学習の進め方」(図３)を参考にしながら，「学習計

調べ学習を進められるように支援した。またワークシート「テ

活用することにより，主体的に発表の準備が進められるように

 

 

- 23 - 
子どもたちから出てきた疑問や感想 

○本物の牛を見てびっくりした 
○なぜメスしかいないのか 
○牛の耳についている番号は何か 
写真１ 酪農団地見学 

か 

ているか 

造工程に対する興味・関心を

疑問に思ったこと・調べてみ

ことが学習意欲を持続させる

ちに多くの感動を与え，疑問

意欲につながると考えられる｡     

トを作成・活用する。 

りできるように，ワークシー

めるにあたっては，ワークシ

画表」(図２)で見通しをもち

レビ生中継」(図４)を作成・ 

した。                



【ワークシートを作成・活用した結果と考察】

  主体的に調べ学習が進められるようにと， 

ワークシートを作成・活用したことにより， 

子どもたちは学習の見通しを持ち，副読本 

や教科書，図書資料，インターネット， 

ＦＡＸ，電話等の色々な方法で調べたり,自 

分の考えや予想を振りかえながら学習を進 

めることができた。   

例えば，Ｙ子の場合「どうしてあんなに 

たくさんの検査をするの」という調べたい 

ことに対して，「飲む人たちの安全とたくさ 

ん飲んでもらうために」という予想を立て， 

「本やインターネット・電話で調べる」と 

計画を立て調べることができた。 

また，「ＴＶ生中継」を作成・活用したこ 

とで，図４にあるように，子どもたちは牛乳を搾る時や

ウンサー・子ども・おじさんと役割を決め，自分たちで

ができた。そして，効果的な発表になるよう，ワークシ

新しい台詞を挿入したりして工夫していた。 

これは，主体的な学習が進められるようにワークシー

理解させたり，学習の見通しを持たせたりして，一人一

だと考える。 

 

Ⅷ 研究の成果と課題 

 １ 研究の成果 

〇体験的な学習を単元の始めに取り入れたことにより，

の気づきや疑問を学習問題につなげることができ，調

ことができた。 

〇ワークシートを作成・活用したことにより，子どもが

を工夫し，主体的に学習を進めることができた。 

 ２ 今後の課題  

  〇地域にある素材の教材化と人材の活用を図る。 
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図４ ＴＶ生中継(後半) 

牛乳を殺菌するときの配慮を，アナ

相談しながら工夫してまとめること

ートを見ながら順番を入れ替えたり

トを作成・活用し，学習の学び方を

人に合った適切な支援ができたから

学習への興味・関心を高め，そこで

べ学習においても意欲的に追求する

学習に対して見通しを持ち，調べ方

        文部省  1999 

習指導の創造」 文部省  1993 

  北俊夫著  明治図書 1990 
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